
























要約:幼児における動脈硬化危険因子の存在の実態を知るために,一般健常 4-5 歳児を対象

として年 1回の健診を 8年間にわたって行った。肥満が約 10%,血清脂質異常者が10%近く,

高血圧が約 2%に認められた。血清総コレステロールの上昇傾向が示唆されるとともに,幼

児期の血清脂質の高低の傾向は思春期まで継続する可能性が高いことが考えられた。 


